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昨 年i一 二月.・日 にゆllHを 発 ち、 飛行 機 で彩Jl旧羽1ξ」、1司
日 モ ス クワ 「シエ レ メチ エボ匡1際空港 」 に・到 着 い た しま
した 。 た また ま、当 日は 日本航 空 乗 務 員組 合の ス トラ イ
キ とぶつ か り、 日航 か ら急 に英国 航空 に の りかえ る こ と
に な りま した。 その さい 日航国 際 線 カウ ンター の係 員 か
ら 「モ ス ク ワ日航 事 務所 にす べ て連絡 を して あるので 安
心 して お出 か け くだ さい」 との話 があ り、 多少 の 不安 は
あ りま した が 、 その まま機 中 の客 と な りま した さて モ
ス クワ空港 での 諸 夢続 をす ませ空 港 待 合室 に出 ましたが、
日航 係 員 の 言 葉 をそ の ま ま信 用 した の が第 ・の間 違 いで
した。
実 は昭 和 四1・九 年 か らi体 学 術振 興 会 と ソ連 科 学 ア カ
デ ミー との 間で 研 究 者の 相 互交流 協定 が ま と ま り、 医学
生物 系 か ら私 が まい る こ とに な り ま した。 い ず れ に して
も初 年度 の こ とで す か らモ ス クワ にお け る私 共の 受 入 れ
態 勢 が ど うな って い る もの や ら学振 側 の情 銀 も皆 無 で 「
とに か く昭 和 四18九 年【IIに出発 して くだ さい。 モ ス クワ
空港 には科 学 ア カデ ミー か ら出 迎 えが あ る筈 で す。 その
人の 指 示 に した が っ て くだ さい」 とい うの が すべ て で し
た、
税 関 を出 る と右側 に待 合室 へ の 出 口 が あ り ま しな,こ
れ を出 た の が第=の 間 違 い で した 。 当 日モ ス クワで 降 り
た 日本 人 は私 と 日本商 社 モ ス クワ駐 在員H氏 の 二人だ け
で した 。H氏 には駐 在 事務所 か ら出迎 え があ りま した が
私 へ の 出迎 えは どこ を探 して も あ りませ ん 、 こ れ まで の
海 外生 活 の経験 か ら、 まず トラ ン クを片 偶 に お き、 さて
ど う した もの や らと 考 え始 め ま した 一/i分 もた た ない 頃
で し ょうか 、 あ る年配 の 日本 人T氏 か ら 「ど うな さい ま
した」 と声 を か け られ ま した。r短 か に これ まで の経 過
を話 します と 「そ の よ うな協定 に もとつ くば あ い には必
ず 出迎 えが あ る筈 です,こ の国 で ガ タガ タ して も無 意味
で す。 夜 もふ けて きま した し、た また ま数II前 に家 内 が
帰 国 しベ ッ ドも空 い て い ます か ら今 夜 は私 の と こ ろ にお
泊 り くだ さい、 た だ その 前 に 日航 事務 所 に 艶寄 られ た 方
が良 いで し ょ う」 との こ とで した 、,早速 立 寄 って み ま し
た が 「東京 か らは何の 連絡 も来 て い ませ ん 」 と い う返 事
が あ るの み で した 。
初 め ての 士地 に来 て科 学 ア カデ ミー 、 また私 の 受 入 れ
機 関 で あ る情 報 処理 研 究 所 の電 話 番 号す ら私 に は知 ら さ
れて お りませ ん。 他 に何 の 方法 もあ りませ んの で その 方
の御 好意 に 甘えて 一路 タ ク シーで モ ス クワ市内 へ とむ か
い ま した。 日本 と こと な り ネオ ンサ イン等 の照 明 広 告 は
ぽとん ど あ り ませ ん し、 また 車 もヘ ノドラ イ トな しで走
ります か ら私 に は 翁 く異質 の匡1へ 未た と い う感 情が湧 い
て く るのみ で した..空 港 か ら約 ・時 間 、T氏 の アハ ーート
で 一休 み して い る と ドアの リ ングが鳴 り ま した.訪 ね て
来た の は私 の 共lliJ研'究者 とな るGUrfinke里 教 授 とShik
博 十の 二人 で した 、「空 港 で 六時 間 ほ ど待 った が、 東 京 か
らの どの 便 に も私 が 見 当 らな い、,日航`拝務所 に問 含せ た
とこ ろ この場 所 が判 った の で迎 えに きま した」 との こ と
で した..早 速 出迎 えの 二人 と 共に宿 舎 にむ か いま したか 、
宿 舎 につ い て初 め て それ が ア カデ ミーホ テ ルで あ る こ と
が 判 り ま した.さ す がお国 が らで し/=う か 、 「日航 ス ト
ラ イキ 」 等の 経過 を話 します とすべ てf解 とい うこ とで
問題 は解 決 いた しま した しか し、税関 を出 て 左のf、y合
室 で 出迎 え る とい うの が 協定 の 一項 目 にあ1.店 れ てい た
ことが 、 あ とで 判 り ま した
モ ス クワ時 間 の 午後 卜 ・時(日 本時 間4ア1=前1五 時/に
よ うや くホ テ ルの 一室 に お ちっ き、モ ス クワ生活 の 長 い
長 い第..一目 目が よ うや く終 りをっ げ ま した 、実 は これ ら
の こ とを第 一日目 に まとめ て経 験Lた ことか、残 りの モ百
llを 過 す う えで、 非 常 な ブ ラス と な りま した 、教 訓 の い
くっ か を あげ てみ ます と、一 相fを 信 用 す るこ と、二 ど
うい うこ とが あ って も ガ タ ガ タ しない こ と、三 決 め られ
た規則 には逆 らわ ない こ と、 な どで す、,
帰 国 して 毛,う 週 間 に な ります 、,モス ク ワでの 研究 生
活 もすで に遠 い過 去 の ・コマ に なっ て しまい ま した 日
イくとソ,皇とし1)間1こは 、 言 葉の鄭套しさと カ・f乍1倒♂)イ:目違 とか、
数 えあ げ ると い くつ もの 問題 が あ ります で も研究 とい
う面 だ け をと りあ げ る と、 ア メリ カ、 ヨー ロ ノハ 、 日本
と何 ら変 りが あ りませ ん 昭 和[ILII・ ・年村、か ア メ リカ に
お りま した時 、Shik博Lの 論 文に 目か と ま りま した
今で もその 時 の感 銘 とい うか、何 かい た た まれ ぬ衝 撃
を うけた こ と が頭 の 中 に 残 って い ます 学 問 は 日進 月歩
して い るよ うにみ.えます が 、実 際 に あ る レベ ルか ら ・歩
先 に進 む こ と は容 易 な ことで は あ りませ ん 私 のlill究領
域 で 、その 数少 ない 一歩 を踏 み 出 した の が 、Shik博L
で した モ ス クワ に まい りま した理 由 の ・っ に 「何 とか
その よ うな ・歩 を踏 み 出 す源 にぷ れて み た い」.とい うこ
とが あ りま した 大学 当局 の暖 か い御配 慮 によ り、 八 年
目 に して よ うや く願 い が か なし迅、 その源 を少 しは王里解 さ
せて 項 い たか と思 い ます.身;1こ す ぎ る願 いで す が、 そ れ
を少 しで も教 育 ・研究 に反 映 で きた らと 考 えて い ま一む.
(生 理 学 第 ㍉溝1・;≦教授!
2
第
かね て か ら学 生諸 君の 懸案 で あっ た医 大
「創 設 から創 造 へ 」 をテ ー マ に9月24日 か
にかけ て開催 され ま した。
本年度 開 催11r能 な範 囲 で の 本学施 設 の 整
とづ き、学 生 の総 意 を結 集 して6月 ド旬 に
実 行 委員 会(委 員 長磯 辺 雄=君)が 設 置 され
企画 ・フ ロ グ ラム ・賢務 ・会 計の組 織 を も
意 その 具体 案 を計 画 し、7月 ヒ旬 に大綱 原
学 側 と協議 して容 認 を えま した 。準 備期 間
く、初 回 の こ とで も あ り、 大学 も特 に対応
設 けて学 友 会 と とも に/釜面的 に協 力『3『るこ
り、 本格的 準 備 が 開始 され ま した。
実 行 委員 会は この 医 大 祭 にお い て、学 生
るい は 本学 教 職 員 との 親睦 をは か り、 かっ
活 にお け る 多様 な成 果 と、f見H、獅焦に おけ る
学 と して の機 能 を 手,って 、地域 社 会 にコ ン
す るこ とに 目標 をお き ま した,仮 装 行 列 と
園 を借 り切 った 形 での 前 夜祭 か ら始 ま り、
フ トホー ル 大 会、タ ンスハー テ イー 、映画 ・演
楽 会、沢 田誠 臨・高野 斗',占箕両氏 の 文芸 講演 会 ・
3
座 談 会 「なぜ 表現 す るか」 、 そ
発 表 に、10数 軒 の模 擬 店 や ドク
ま した 。
り、 また晴 天 に もめ ぐまれ 、 こf人 をこす 一般 市民 の 方





い っぽ うそれ ら と併 行 して 、医
大教 授 の 「スモ ン と水俣病 」 、 渡
ム禍 とその 教 訓 」 が、 また学 生 有
本学 の 石 片 ・清 水 ・坂 片諸 教 官 の
て」 、 また 「生 命現 象の神 秘 」 、 「性格 検 査」 、 「六価
クロ ム」 、 あ る いは 精 力的 な調 査活 動 の成 果 を問 うた医
療 研 の 「臼滝 村健 康調 査」 、 さ らに執 行 委員 会 に よ る討
論 会 「医 学教 育 を 考 える」 も本 学 教官 を報 告 者 と して 開
かれ ま した。
は じめて の試 み と して 、 と ま どい と困難 にあ け くれ ま









































































































































































































































































































































































































































































































































f言川 ノく弓そ医'1汐1祁が}ジ1『;と な り、 去 る7月20日 〔日1
カ・ら7月3111〔 ・イqま で1「用1崔 さ れ 、 毛公本ll∫1人」しノ)む乏
ま芝ナ易を 吋L[二・と し ゴごメ、ξ～単受フが辛栗:」ひ ノろ1ナ ら オ/ま しノと
開 催 種 目 は24種 目 で'32大 学 力・ら7500名 の 若 人
力ご参 加1し ま しノこ 不ご∫そカ・ら も 、 仰髭 ヒ彰芒手芝、f隼ff更∫隻
野 球 、 硬 式 庭 ユ⊃klり 釦 、 バ 入 ケ ノ トボ ー1レ 、 バ レ
ー7芦馳一 ノレ1ワ5∫
、 彗乏上.長(ソ31、 ・剣lj萱、1})亘 、 ノくド
ミ ン ト ン 〔男 、 女1の10種 目 に105名 力∫初 参 加 し 、
ジミノごド1こナ芝を 膨老L、ま し 之ニカ言、 イ{'F置蛍ギ1な 曳ミρ露と)宝'紐i
の た めi一 分 に実 ノJを 発 揖G一 る こ と が で'き ダ、 総 含







校 と な;)、 去 る7月12日lk!カ ・ら7月14日1月1ま で1
の3日 間 に わ た り 、40大 学3697名 が 参 加 して 札 幌 市 内
各 競 技 場 で 行 わ れ ま し た 本 「∫そか ら は 、9種 目 にr斜 汁84
名 が 参 加 して 、 総 合 成 績/男 」短り1}ll1で 参 加30校 中 、 第
9位 と健 闘 し ま し た
参 加 各 種Hl団 体 戦)毎 の 成 績 は 、 次 」)と お り で ず 一
バ ス ケ ッ トボ ー ルlj㌃ 選}樽 商 大8730旭 医 大
嵯〔二で争、Ill6844加]IPミ ノく/〔 旦[殴ノく56-53.iヒ 旨i.[萩1
決 勝 トー ナ メ ン ト出 場 樽 商 大 優1跨 札 ノく2位 北 大
バ レ ー ボ ー ル げ 選!樽 商 た2-0旭 医 ノく
1L旦[メミ人こ2-0嘱 ミ1ニノく
/準 々決 勝}札 大2-0旭 医 ノく 優 勝 札 大2位 北 大
サ ッ カ ーU回 戦 〕 旭 医 大09室1二 大
f憂目参率しノく2f疏 刈ヒノく
卓 球lr選1函 教 ノく3-0旭 医 大 帯 畜 ノく3-2旭 医 ノく
粍旦[ンミノく3-2_1ヒ 薬 ノく
決 勝 トー ナ メ ン ト出 場 函 教 大 優 勝,iヒ 大2位 道L大
剣 道q㌻ 選16-13-3北 ノ
く 北 に大旭 医 ノく 旭 医 ノく
13-3.61-6
1丸ll券トー サーメ ン トILi51土易,iヒノくf夏 ヨ」秀,「ヒノく2f、11レ1ヒ'』1∫:陵1
弓 道 優 勝 北 大{43中/2/1く 北 星 園n位 旭 医 ノくd8中 ・
(学 生 課 ノ














































一 鵡筏職 ～ 鰍 識聾 欝憩 饗鷺灘琴
翻::読 。ん 擾 疲 論 … 、朔 。藁華
規程の制定 について
体 育館 の適 正 な使 用 を図 るた め、 昭和50年9月10日 付
けで、 体 育館 使用 規程 が制 定 され ま した。 今後 、体 育館
の使 用 は 、 この 規程 に基 づ くこ と にな ります 。
(拝匠 矛芳 言果)
旭 川 医科 大学 体 育 館使 用 規程
(趣 旨)
第1条 この 規程 は 、旭 川医 科 大学(以 ド 「本学 」 と い
う。)体 育館 の使 用 につ いて 、必 要 な事項 を定 め る。
(用途)
第2条 体 育館 は、 次 の各 号 に掲 げ る用途 に使 用 す る。
一一 体 育 授 業
二 学 生 の 課 外体 育 活動
三 職 員の 体 育活 動
ilq本 学 の 行 事
五 そ の他 学 生 及び職 員の 教 育研 究 及 び福 利 厚生 にと
っ て必 要 と認 め られ る もの
(使 用 資 格)
第三 条 体 育 館 を使 用 で きる 者は 、本学 の 学 生 、職 員 そ
の 他学 長 が特 に許 可 した 者 とす る。
(使 用 で き る日 及 び時 間)
第四 条 体 育 館 を使 用 で きる 日及 び時 間 は 、次の 各号 に
定 め る と お りとす る。 ただ し、学 長 が特 に必 要 と認 め
た場 合 は、 この 限 りで な い。
一一 使 用 で きる 日は 、 月曜 日か らL曜 日 まで とす るり
6
ただ し、国民の祝 日及 び国民 の祝 日が日曜 日にあた
るときはその翌 日並びに十二月二十八日から翌年一
月三日までを除 くものとす る。
二 使用で きる時間は、体育授業 によ り体育館 を使用
す る時間 を除 き、午前八時三十分か ら午後七時 まで
とす る。
一三 前号の規定 にかかわらず、体育団体 がクラブ活動
として体育館 を使用するときは、午後三時(土 曜 日
にあっては午後二時)か ら午後七時まで とす る。
(使用}続)
第五条 体育館 を使用 しようとする者は、原則 として、
使用 しよ うとする日の三日前 まで に、別 に定め る使用
願を学生課 に提 出 し、学長の許可 を受けなければな ら
ない。
2前 項の規定にかかわらず、体育団体がクラブ活動 と
して体育館 を使用 しよ うとす る場合 は、学期の始 めに、
その期間の体育館使用計画書 を学生課 に提出 し、学長
の許可 を受 けなければならない。
3昼 休み時間の使用 は、自由 とす る。
(遵守事項)
第六条 体育館 を使用す る者(以 下 「使用者」という。)
は、次の各号 に掲 げる事項 を遵守 しなければならない。
一 火災予防 に留意す ること。
二 設備、備品等を破損又は滅失 しないこと。
三 使用許可時間を守 ること。
四 許可 された目的以外の使用及び転貸 はしないこと。
五 体育活動 を行 う場合は、運動 に適 した上履 をは く
こと。
六 喫煙は、所定の場所で行 うこと。
ヒ 使用中止の ときは、速かに届 け出ること。
八 使用後は、清掃 の うえ、原状 に復す ること。






第八条 体育館の使用 を終 えたときは、午後五時前(土
曜 日にあっては午後零時三十分前)に つ いては学生課
の、午後五時以降(土 曜 日にあっては午後零時三十分




め体育館 を使用する必要 が生 じた場 合は、学長は、す
でに与 えた使用許可 を取 り消 すことがで きる。
(罰 則)
第1一条 第六条の規定に違反 した場合は、使用許可 を取
り消 し、又は以後の使用 を許可 しないことがある。
(損害賠償)
第 卜一条 使用者が設備、備品等 を破損 又は滅失 した場
合は 、 その 損害 を賠 償 しな けれ ば な らない。 た だ し、
事情 に よ って は 、 その額 を減 免 す る 二 とが あ る。
附 則
この規 程 は 、昭 和 五十年 九 月十 日か ら施 行 す る。
昭和50年度授業料(後期分)
免除者数について
今回 免 除 された 者 は、 前期 分 同様 全員 全額 免 除 とな り
ま した。 な お、 今 回 か ら第1学 年 の学 生 も免除 の 対 象 と
なっ て い ま した が、 わず か1名 の 申 請者 しかい ませ ん で
した 。
(学 生 課)
(昭 和50年10月8日 現 在)
区 分 第1学 年 第2学 年 第3学 年 計
全額免除者数 1 2 8 11
献血 につ いて
学 生有 志 か ら、現 在 の 医療 機関 に お ける血 液 不足 に か
ん がみ 、献 血 に協 力 した い 旨申 し出 が あ り、本 学 と して
も検 討 の結 果 、実 施 に協 力 す る こと と し、学 生 に対 して
5月19日(月)・26日(月)の 両 日 に わた って献.血の 協
力 を呼 び か け ま した。
なお 、 当 日は教 職 員 に対 して も庶 務 課 庶 務 係 か らの
呼 びか け が行 わ れ ま した 。 また 、大 学 祭 開催 期 間 中の9
月27日(土)の 献 血 にっ い て は、 大学 祭実 行 委 員 会 か ら
一一般 市 民 も 対 象 と す る 呼 び か けが行 われ ま した。 これ
らの 結 果 、次 の とお り自発的 な多数 の 献血 協 力者 が得 ら
れ ま した。
(学 生 課)
旭 川赤 十 字1血液 セ ン ター 移 動採 血 車 ひ ま わ り号
区 分 5月19日σD 5月26日(月/ 計 9月27日(土) 合 計
学 生 1136) 36〔2) 149{7} 29〔2) 178〔9)
教職員 176} 3m 2016} 0 206)
その他 4凶 1 5〔4} 2
　
7ゆ
計 134〔1姐 40{3} 174qの 3112} 205α91
()内 は 女子 内数
7
一
学 生 団 体 一 覧
かぐらおか第4号 で学 生団体の届出状況 につ いてお知




体育系 学生団体 文化系 学生団体 合 計
団 体 数 23 23146
加入 学生数 346 266612
(体 育 系)
団 体 名 会 員 数 責 任 者 顧 問 教 官
体操同好会 13 坂 本 尚志 安孫子保
(文 化 系)
団 体 名 会 員 数 責 任 者 顧 問教 官
プ ロ メ 会 6 上 田 譲 二 青木 藩
茶 道 ク ラ ブ 14 吉田千 登 美 佐 田み や こ
囲 碁 部 15 岡村 廉晴 坂 井 英 一一
天 文 ク ラ ブ 7 品田 雅博 今川 民雄
スペイン語研究会
一 7 日 ド部芳志 八幡 剛浩
うた こえサ ー クル
ぼ うふ ら 11 高 木 勇 安 孫 子 保
「さど う」愛 好 会
5 竹 内 章 二 倉橋 昌司
聖 書 を読 む会 5 竹 居 出 和 之 黒 田 一 秀}
Musik
Akademie 29 石 橋 隆治 中 田 裕康
「桟 敷 」文 の 会 17 中 村 克 己 岡 田 雅勝
旭川医科大学談話会
旭川医科 大学談話 会が、次の ように行われました。
(幹 事)
第14回7月1日 司会 河原林忠男(衛 生学講座)
〔1>「 組織培養による細胞分化の研究 につ いて」
助教授 名和榿黄雄(解 剖学 第一講座)
(2)「 月干月蔵とタト不斗」
教 授 水戸廼郎(外 科学第二講座)
第15回9月2日 司会 水戸麺郎(外 科学第二講座)
〔1)「 尿管拡張症 」
助教授 高村孝夫(泌 尿器科学講座)
(2)「 ことばの分析 と公害 の分析」
教 授 福山裕三(公 衆衛生学講座)
第16回10月7日 司会 福山裕三(公 衆衛生学講座)
〔1>「 ヒ トにおける非ふ るえ産熱」
助教授 土居勝彦(生 理学 第一講座)
〔2)「 わが国 における脊柱側轡症 と最近 の治療」
教 授 竹光義治(整 形外科学講座)
・・一 ・・一 ・㍑縞・・…L基 礎 臨 床 研 究 棟 概 要
基礎 臨 床 研究 棟 の21講 座 分 は 、去 る7月31日 に竣 工 し 塔 屋 付 き)延 面 積9892㎡ で、現 在 更 に増 築 中で す 。な お
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州 劉一 、
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眼科 ナ 薄座 生化子講座
教牌 研究劉 WC
























越繊ξ鷺践践繊燧戯燧燧・ 動 物 実 験 施
曇几
口又 概 要 醗騰賊戯鵬
動物 実験 施 設 は 、鉄 筋 コ ン ク リー ト造 り、3階 逮 で 、
去 る8月31日 に竣[し ま した 、、この 施設 の 目的 は、 質的
に"適 正 な実 験 動物"の 確 保 、適 切 な環 境 にお け る飼 育
と厳 格 な観察 、実験 動 物 の 生 産 、実、険動 物 学 及 び動物 実
験 法 の教 育 と研 究 等で あ り、 ま た実険 動 物 の情 報 交換 セ
ンター と して も機能 す る もの です 。
この 目的 を達 成 す るた め 、施 設 で 飼 育 を計画 して い る
動 物 は 、犬 、豚 、 猿 、山 羊 、羊 、 ウサ ギ、 ネコ、 ハ ム ス
ター 、 ラ ッ ト、マ ウ ス、 ウ ズラ、 カエ ル等 多岐 に わた っ
て い ますG
なお 、将 来 は ドッグ フ アー ムの 新築 を 含め た新増 築 が
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Rl研 究施設概 要 本 部 管 理 棟 概 要
放射性同位 元素研究施設(RI研 究施設)は 、鉄筋 コ
ンク リー ト造 り、2階建で去 る8月31日 に竣工 しました。
この施設は、延面積901㎡ で近年著 しく増加 している
医学の分野でのRIの 利用 に応 えるものです。本施設が
稼動す ると トレーサー及び放射線照射 を行 う基礎研究の
充実 がはか られ、 また学生諸君の知識 の修得に役立つ も
のです。なお本施設への立 ち入 りにっ いては 「放射性 同
位 元素等による放射線障害 の防止 に関す る法律」の適 用









































本部 管 理棟 は 、鉄筋 コ ンク リー ト造 り、2階 建 で 、去
る6月30日 に竣 工 しま した。現 在の 延 面積 は1281㎡ で す
が、 昭和51年 度 には増 築 され る予 定 で す。
(学 生 課)
、離 葦,
ノー1・ 功 一室 誕 謎
給 湯 室










や 東 日本 医科学生体育連盟理事の交替について 重
東医体理事は、今 まで黒田副学長 が務めてい ましたが
去 る10月13日 をもって、下田副学長 と交替 しました。
車 行動計画書の提出について 車
既 に通知 した とおり、団体、個 人を問 わず、学生諸君
が、登山、キャンプ、合宿、試合等校外で課外活動を行
う場 合には、事故時の救援 、その他連絡す る必要が生 じ
ることがあ りますか ら、 事前に学生課に行動計画書 を提



















局長 室1 事 傷 室
1府 務 課1
2階582㎡
■ 旭 川 、 とい う地 名 は、 忠別 川 か ら きて い る。市 内 か
ら医 大 に向 う途 中.大 正 橋 を渡 る が、 その 下 を流 れて い
るの が忠 別lllで あ る。忠 別 岳 を源 と して い る忠別 川 は 、
ア イヌ語 で 「チ ュ ウ ・ペ ツ」 と呼 び、"瀬 の早 い川""波
川"の 意 で あ るが、 そ れ を 「チ ュ プ ・ペ ツ」 と解 し、 そ
の 意 の"日 の川""太 陽 の川"を 日本語 に訳 して 『旭 川 』
と、 明治23年 に名付 けて しま った 、 と いわ れて い る。
　
■ 旭川 は、 行政 上 「あ さひ かわ 」 と呼 び、 国鉄 の駅 名
　
と して は 「あ さひ が わ」 と呼 んで い る。 同一 の 文字 を使
用 しなが ら、 行政 名 と駅 名 とで 異 な る呼 び方 をす る、 き
わ めて め ず ら しい 都 市で あ る。 統 一 の呼 称 を、 との 話 も
い くど かあ つ たが 、国 鉄 は慣 習 上 と してが えん じな い、
とい うこ とを聞 い た こ と もあ る。 本 来 の アイ ヌ語 か らみ
れ ば 、 そ もそ も誤 訳 して い るわ けで 、 「か」 か 「が」 か
は ど うで もよ い こ とか も しれ ぬ。(は)
一 ブ0一
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